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柄生録菌雑報

Notes on some species of Pucciniacea.e. 

伊藤誠哉一村山大詰

Seiya Ito & !Daiki Murayama. 

北海道大串農車部植物悪教室

著者の一人伊藤は多年日本及び近接地帯所産の菌類の分類墜的研究を行いつ~~ある。就

に藻菌類，捨子菌類中黒穂菌目及び鋳菌目居生鋳菌科の研究を完了した。共後著者等は鋳菌目

柄生鋳菌宇KPuccini ace ae）及び不完全鋳菌（UredinalesImperfecti）の分類準的研究に従事し，
銃往の研究中共1部は札幌博物墜さ曾報第17巻3.4披〈昭和18年〉及び同18巻3.4披（昭和24年〉に

畿表した。本報文に於ては其後本邦及び近接地帯所産の鋳菌を整理し，共中37種につき，新迫

力日種，新同物異名，共他につき些か得る所がありたので裁にとれを報告する次第である。

( 1) Gerwasia Rubi RaciborsJri 

Bull. Aca.d. Sci. Cra.covie, Cl. Sci. ma.th. et na.t.く1909),p. 271, 1909. 

Syn. Gerw:i.sfa chinensis Hira.tsuk:≫, Jour. J 2.p. Bot. XV, p. 437, 1939. 

本種の原詑載は不完全で、わあるが同一種と認めて本邦産種の種名を嬰更した。

(2) Triphmgmium Ulma出leLink 

Sp. PI. VI, (2), p. 84, 182ラ．

Syn. Triphra.gmium Nishidanum Dietel, Hedw. XLI, p. (177), 1902. 

Dietel氏の記載した日光産アハユキサウくAstilbechinensis Maxim. var. albiflora Maxim.) 

上に寄生する Triph1・agmiumNishi<lanumたる種類があるが，之の寄主植物はシモツケサウ

であり，菌は本種と認められる0 ． 

(3) Uromyces Lilii (Link) Fuck 

Symb. Myc. Nachtr. III, p. 16, 1875. 

0, I, III.イチトシパイモ（Fritil la.r ia Maximowicz.ii Freyn) 

滞納i園黒河省サボ｛シキ，昭和18年6月15日，舘脇換氏採集

三浦道哉氏（満蒙植物誌， lII,p. 248, 1928）は満洲皆！興安にての Fritillariaと思惟される

植物上弓鋳菌に封し UromycesLilii Fuck.左右名を宛てられた。爾来満洲厨〈本邦末採集）

に於て本種の後表のなかワたものである。倫イチリンパイモ上の本菌とUromycesHolwayi 

Ln.gerh.との関係については今後更比検討を要するものと思われる。 （挿闘参照〕

(4) Uromyces Salsolae Reichardt 

Verb. Zool.-bot. Ges. Wien, p. 842, .1877. 

0, I, II, III.ヲカヒジキくSalsol? Soda L.) 

北海道渡島園江差鴎島，昭和5年9月19日，林彦一氏採集

本種は本邦に於ける新迫力H種である。 （挿園参照〉

(5) Uromyces Aconiti Fur.k. 

Symb. Myc. p. 61, 1869. 

Syn. Uromyc.es Aconiti-Lycoctoni W:nt. Pilze Deut. I, p. 153, 1884. 

従来本邦にては本種に到しUromycesAconiti-Lycoctoni tr,,る阜名が採用されていたが先命権
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に依り U. Aconitiを用いる事とした。

(6) Uromyces lapponicus Lag世b.

Bot. Notiser, VII, p. 274, 189J. 

0, I, III.シュミットサウくAstragalussachalinensis Bunge) 

. August, 1950 

樺太？毎馬島潟：馬演，昭和6年7月26.日，木本氏幹，竹江五郎及村山大記採集

樺太海馬島北古丹，昭和6年8月5日， ｜司 J:~. 

本種は梓太に於ける新迫力日種である（木邦未採集み。 （挿闘参照〉

(7) Uromyces fallens Kern 

Phytopa.th. I, p. 6, 1911. 

0, I, II, III.アカツメクサくTrifoliumpratense L. var. sativa Ser.) 

北悔遁石狩圏札幌市園山公園，昭和20年9月20日，伊藤太郎氏採集

本種は伊藤氏採集後翌21年北海道各地に於て採集され叉長野牒（信濃園美務村青島，昭和J22

年8月6日，橋爪あっ氏採集）に於ても本菌の護生しておる事が明になった。

本菌の襲名に撃すしては多くの著者に依D Uromyces Trifolii (Hedw. f.) Lev・なる態名カ斗采

用されていたが，著者等は Kern氏の訟に同意して Urornycesfallens Kernを用いる事とし

た。 （挿闘参照〉

( 8) Uromyces sもria胞llusTrnnzscb. 

Ann. Myc. VIII, p.24, 1910. 

0, III.ヒメナットウダイくEuphorbiaSieboldiana Morr. et' Decne. var. montana 

Tatewaki) 

樺太突草山，昭和5年8月9日，大谷麗直及今井勇三郎氏採集

Euphorbia属植物に寄生する Uromycesは共種類が茜多く，本種の同定に関しては柳か疑

黙を存する所もあるが，基本標品を検する迄は暫く本種に宛つる事にした。本種は梓太に於け

る新追加種〈本邦未採集）である。 〈挿闘参照〉

(9) Uromyce自LimoniiLev. 

Diet. d'Rist. Nat. Art. Ured. p; 19, 1840. 

Syn. Uromyces Staticae-sinensis Liou et Wang, Contr. Inst. Bot. Nat. Acad. "-

Peiping, III, p. 32, pl. VI, fig. 10, 193丘

支那産ダイワンハマサジ kの菌即ちUromycesStaticn.e-sinensisとして後表されたもの L多胞

子はハ？サジ上の菌の冬胞子に比して共形精球形なものが多い傾向が認められ，るが雨種を劃然

と区別する事は困難である。又冬胞子柄の長さも雨種共忙殆ど同様であるので u.Sも叫ic鳩－
sinensisを U.Limoniiの同物異名とした。 〈挿闘参照）

(10) Puccinia graminis Pers. 

Disp. Meth. Fung. p. 39, pl. III, fig. 3, 1797; Syn. Meth. Fung. p.228, 1801. 

Syn. PucciO:ia ikaoensis Hara, Trans. Agr. Soc. Shizuoka Pref.く静岡豚農曾報）， No.286, 

p. 47; 1 fig., 1921.くnom.seminud.) 

P. elymina Miura, Flora of Manchuria & E. Mongolia（満蒙植物誌）， ][,.P・283

pl. V, fig. A, 1928. 

原揖耐氏後表のタツノヒグkの菌（Pucciniaikaoensis〕及び三浦遺哉氏護表のハマムギの1

鍾（Elymussp. (E.円ibiricus?) ）上の菌（P.elyminn）は P. graminis と同一積と認めた。

命オホアハガへU上の本菌は他の寄主植物 tのものに比し稿小形の様‘である。 〈挿闘参照〉
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(11) PL1ccinia Miyoshiana Dietel 

in Engl. Bot . .Tahrb. XXVlI, p. 569, pl. VII, fig. 16, 17, 19JO. 

Syn. Puccinia kozukensis Dietel, in Engl. Bot. J:i.hrb. XXXII, p. 48, 19J3. 

? Aecidium Bupleuri-sachalinensis T. Miyake, Jour. Sapporo Agr. Coll.IT, p. 

109, 19C6. 

Dietel氏の幾表にか Lるヒメアプラガヤ上の菌（Puccinia kozukensis）は本種と同一種た

り。叉ホタルサイコ kの銃子腔は本種との直接の詮明を欠〈が，同根関係、あるやに思惟せられ

るo今後更に検討を要する。 （挿画！参mn
(12) Puccinia l'olli以前一imberbis (S. Ito) Hirntsuka 

.Tour . .Tap. Bot. XIII, p. 248, fig. I, 1937. 

Syn. Pnccinia Microstegii Sawada, Descr. Cata!. Form. Fungi, （台湾産菌類調査報告〉，

IX, p. 61, 1943.くnom.seminud.) 

オホササガヤ j二の Pucciuia Microstegiiを木種と同一種と認めた。

(13) Puccinfa Euln.liae Barcl. 

Jour. Asiat.日oc.Bengal, L玄，く2),p. 216, .1891. 

Syn. Pucc:nia Miscanthi Miura, Flora of Manchuria & E.日ongoUa.（満蒙植鞠託；），III,

p. 3)2, pl. IV, fig. B, 1928. 

三浦港哉氏は満洲園鄭家屯に於けるヲギ上に寄生する PucciniaMiscanthi なる種類を議表

し，夏胞子陀は後芽孔10個散在すると記されたが，原標品に依るとを菱芽孔はι5個で赤道部に－

存在し，叉夏及冬胞子の形態は杢く Puccinin. Eulali ae と一致するので同｝種とした。叉平

塚直秀氏（Trans.To悦oriSoc. Agr. Sci. IV, p. 36, fig. 1, 1!)22）はカリヤスモドキに等生

ずる Puccinia daisenensis Hirntsukn.なる種類を護表され， P. Eulalin.eとは冬胞子の大さ及

び先端の著心〈肥厚せる駄を以て異る黙とされた。北海道産ススキの薬上に寄生する Puccinin.

kて同一被害葉より P.Eulalit胞に一致する冬胞子と冬胞子の先端厚くして P.d4isenensisに

相営ナるものとを生宇、るものがあるが，之等の県＇ iについては更に後来の研究を要する。

(14) Puccinia amnd.iuacen. Hedw; f. 

in DC. Encycl. VIII, p. 25}, 1808; Fl. li'r. VI, p. 59, 1815. 

Syn. Puc,pinb Phragmitis Korn・IIedw.XV, p. 179, 1876. 

‘ 従来多くの著者陀依D I>hragmites 尉植物ft:~寄生する Puccini a中－P.Phragmi tisとして

用いられていた搭名を先命権に依り本捨名の如く改める事にした。

(15) Puccini a oblongata (Link) Wint. 

Pilze Deut. I, p. 183, 1884. 

II, III.ヌカボシサウ c_Luzufopl umosa E. Mey.) 

北海道石狩園定山渓夕日山， 11r'1手n4年IO月13日，徳永芳雄氏採集

本種は本邦に於ける新迫力H種である。 〈持脂！参照）

(16) Puccinia Allii (DO.) Rudolphi 

Linnaea, IV, p. 392, 1829. 

Syn. Puccinia Alli i-japonici Dietel, in Engl. Bot. J ahrb. XXXII，、p.47, 19J2. 

Alli um属植物に寄生する Puccinin.は従糸木邦にては P.Allii Rudolphi, P . .Allii-

jn.ponioi Dietel, P. n.lliivorn Hara, P. Blnsdn.lei,Dietel et Holway, P. mixtn. Fuck. 或

は P. Pord Wint.等種々の名のもとに報告せられ，ネギに寄生するものは ,P.Allii なりと
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云ぃ， P.Porriと稀し，又 P.mixtn. ( = P. Porri）と唆表し，原構j祐氏は ，P.九lliivorn,な

るすf憧乏して護表する等誠に論議の多い所である。之等は鋳子陸の有無，夏胞子の形態及護芽

孔数，冬胞子堆のJV¥態，多胞子の形態，糸献体の有無，護遼の程度及び1室胞子の有無多少等に

依りて意見の異る所であるが，本邦産Allium属植物に寄生する Puccinin.を精査すると各寄主

lて依ヲて胞子堆coJfk態及び胞子の形態，糸状体の護淫の程度， 1室胞子の多少其他lモワいて多少

差異が認められるが，中間型が存在し，劃然たる差別貼が存在しないので，今暫く本邦産

Alli um 属植物上の Puccinin.を凡て P.Allii として取扱う事とした。又ヤマラッキヨウ上の

P.宝llii-jn.ponici も亦河｝産として取扱ったョく挿闘参照） 倫ノビルに寄生する Uromyces
durus Die凶なる径類があ D，堆中に延々 2室の各胞子を混在するが，該菌については今暫く

U. durus友る名を用いて更に後来の研究を侠っとととした。

(17) Puccinin. Smiln.cis-Sieboldii Hirnもsukn

Bot. )fog. Tokyo, J;VJ, p. 377, 1942._ 

Hyn. U redo Smi l aci sくnonSchw.) Sawada, Trans. N:it. Hist.日oc.Formosa t合濁博物

串曾報）， XXXIII, p. 100, 1943.くnom.seminud.) 

U. Smilacis-Chinae Hiratsuka, Mem. Tottori Agr. Coll. VII, p. 75，同43.

Puccinia smilacicola Sawada, Descr. C::-.tal. Form. Fungi（台湾産蓋類調査報告〉，

I玄， p.70, pl. II, fig.‘ 19-21, 1943.くnom.seminud.) 

台湾産サルトリイパラ上の UredoSmaln.cis, U. Smilacis-Ohinn.e及び Puccinin. smilacicoln. 

を本種と同一種と認めた。

イ民し、津田氏に依れぽ P. smilacicola の夏胞子堆肥は糸欣体を？見守る旨が報ぜられているが

此黙Kついては更陀後来の研究を要ナる。

. (18) Puccini a Spergu lae DO. 
＠ 

Fl. Fr. II, p .. 219, 18つ5.

Syn. Puccinia Arenariae 'Vint. Pilze Deut. I, p. 169, 1884. 

従来多くの著者に依りJ宋用されていた木菌感名 P.Ar・en1uiae を P. Spergul ae に縫更し

た。寄主植物の異るに従って胞子の色及び形，並に士Itの欣態が多少異るが，之等の形態の差異に

依って数種に分つことはv+-l~iff：‘である。第Uc ツメクサM，ハコベ嵐及びオホツメクサ属上の胞子は

五陀よく類似している。然しセンノウ嵐及びオホヤマフ λマ尉上の胞子は前3｝謁上のもの陀比

して幅庚く， i農色で且芸部は固形怠るものが多い。今暫く凡てのものを［司｝種として取扱ラ事

とした。 ． 
(19) Puccini:t Trollii E叫乱

Enum. Fg. Lapp. or. p. 221, 18“； :Myc. Fenn. IV, p. 40, 1879. 
III.シナノキνパイくTrollius japonicus Miq.) 

北海謹石狩園黒昏，昭和7年8月1日，照井陸奥生氏採集

北海道日高山系，昭和12年8月10日，栃内吉彦氏探集

北海運石狩圏黒豆，昭和14年9月13日，赤塚誹三氏採集

本種は本邦に於ける新迫）J日種で、ある白 （挿闘参照〉

(20) Puccinia Thlt弘speosSchuberも

FJ. Dresd. II, p. 2ラ4, 1823. 

III.ミヤマハタザ、ホくArabialyrata L. var. Irnmtschatica Fisch.) 

樺太浅瀬，昭和II：年6月19日，高橋喜夫氏採集
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千島幌延，大iE9年7月13日，工藤結界氏採集

千島占守，昭和喜年5月幻自，館脇操氏採集

千島焼荏，昭和16年7月10日及29日，舘脇操氏採集

本撞は樺太及び千島に於ける新追加種である0 -（本邦未採集〕 〈挿闘参照〉

(21) Puccinia Rhodiolae Berk. et Br. -

Ann. ~ag. Nat. Hi st. II, p. 462, 1850. 

lll.イハベνケイくSedumRho~iola DC. var. Tachiroi Fr. et Sav.) 

19日年8月

イハベンケイ上の鋳菌は川上瀧繭氏が明治32年夏北海道利尻島に於て採集され，Puccini.a,,sp. 

として明治33年植物皐雑誌第弘容に護表されたる他未だ本邦では採集されないが本種と認めて

設に報告する。

(22) puccinin. Nanbuann :P .. Henn・

Hedw. XL, p.く26),19Jl. 

’＂＇・ 

Syn. Pucninia Araliae-co'l'datae P. Henn. Redw. XLIII, p. l引， 1904.

Puccinia Miyabeana T .. Miyake, Jour. Sapporo Agr. Coll. II,p.119, fig. 7, 1926. 

P. Hennings氏は吉永虎馬氏が大和園吉野山にて採集した標本に依ってウドの鋳菌 puccinia

Arn.liae-co1・dataeを記載したが，原標品を検すると寄主植物はウドではなくシシウドで，寄生 、

菌は本菌と杢く同一であるoイハ＝ンジン，アシタパ及びハマウド上の菌はPロヤinin.Miyn.beann. 
として三宅勉氏に依って記載され， P.Angelicn.e Fuck.或は P;Angelicae-edulis T.Miyake 

(=P.Nn.nbu~nゆとは多胞子柄が長い事に依って新種とされたが，該種を精査ナるとP.Nn.nbunna

tて比して多胞子柄の長いものが概して多い傾向が認められるが， P.Nanbuanaの冬胞子中陀も柄

が長く P.班iyabeann.と略等長のものもあD且雨菌の夏及び冬胞子の形態は金くー？致するの

で同一種と認めた。 く挿闘参照〉

(23) Pnccinia Genもin.naeMarti-us 

Fl. 1tlosq. p. 226, 1817. 

Syn. Puccinia Gentianae Link, Sp. Pl. VI，く2),p. 73, 182ラ．

従来本邦陀ては本菌陀到して Puceinin. Gentin.nae Link友る感名を使用していたがPuccinin

Gen tianae Marti usの万が早いので後者を探用する事とした。 ： ／ 

(24) Puccinia Convolvuli Ca叫．

Obs. I, p. 16, 1843. 

Syn. Uredo Calystegiae Sawada, Descr. Cata]. Form. Fungi 〈台湾蓬菌類調査報告）， IX, 

p. 135, pl. III, fig. 18, 1943. 

台湾産ハマヒルガホ上の UredoCnlystegiaeを本菌と同一種とした。

(25) Pnccinin. Polemonii Dietel et Holway 

Dot. Gaz. XVIII, p. 255, 1893. 

本菌は樺太及び北海道産のカラフトハナシノプ（Polemoniumcoeruleum ~ var. I n.xiflorum 

Miy~be 凶 Kudo〕上陀寄生し，冬胞子に2型ある。第1型は堅綴友黒褐色の堆肥生じ，多胞

子の先端の厚き 6-15｝）－で梢永存性の柄を有し，第2型は粉欣褐色の堆に生じ，多胞子の先端

の厚さが3-6メムで，股落性の柄を有するものとがある。.（挿闘参照〉

(26) Puccinia Aclenophorn.e Dietel 

Ann . .M:yc. XXVIII, p. 276, 193）.くSept.)
、

Syn. Puccini-a A<}enophora←verticillatae S. lto et Terui, Trans. Sapporo Nat. Hi~t. 
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Vol. I9, Pt. L-2 Trans. Sapporo Nat. Hist. Soc. August, 1950 

Soc. XI, p. 159, fig. J, 193~. くNov.)

Dietel氏は1930年9月18日強行の AnnalesMycologici誌上にソパナに寄生する Puccinin 

Adenophorne を登表し， 伊藤及照井は同年11月30日強行の札幌博物製曾報陀ツリガネユンジ

ンに寄生する Puccinin.Adenophorrt.E円 erむicilln.tae を護表したが，雨菌を精査すると金く一致

するので同一種とした。 ・ ． 

・本菌ほ業，輩及び毒事片；k舎に生じ，冬魁子ltL2·~型あ・2て，淡、黄色小形のものとJ薬褐色裁は褐
色にて大形のものとあうで，夫々黄褐色或は栗褐色の胞千堆に生やる。 PucciniarAdenop.horn.e-

verticilln.tn.eは後者陀属するものであるj倫ツリガネ＝ンジンの薬上にも淡黄色， 1J、形にて前

者の型に属する冬胞子を生やる。 （挿闘参照〉

(27) Puccinia ferruginosn Sydow 

Monogr. Ured. I, p. 13, pl. I, fig. 10, 19J2. 

Syn. Puccinia ・Yamadana Togashi et Onurna, .Rull. Imp. Coll. Agr. & For. Morioka, 

XVII, p. 28, fig. 3, 4, 1934. 

本菌・の多；胞子は極めて竣化性陀富み，往々別種の如く見えるが中間型が蹴出して直別する事

が困難で、ある。角サマエヨモギ上の Puccinin Y n.mn.dn.nn を本種と同一種として取扱った。

（挿闘l参照〉
(28) Puccinin Asteris Duby 

.Bot. G:>.11. II, p. 888, 1830. 

Syn. Puccinia Senecionis-scandentis Lindroth, Act. Soc. pro Fauna et Flora Fennica, 

XXVI, p. 12, 19J4. 

Puccinin Senec.ionis-scandentisと本種との異同については著者陀依り意見を異にする者が

あるが， l司一種と認めた。 〈挿闘参照〉

(29）本邦及び近接地帯（嘗日本領並Kii繭測閣）所産アザミ届（Cirsium Scop.）植物に

寄生するPuccininを弐の如く整理した。 （検索表には寄主植物名を除く〉

検索表
A. 各胞手大移， 30-48×24-33人夏抱乎護芽孔は2周上半部に存す。

B. 多胞子小形

a. 多胞子大さ 2S--40×19-29メ九夏胞乎謹芽孔は3個赤道部附近に存す。

b. 各胞子大さ 28-39×17-24ρ，夏胞子襲芽孔は2個稀に3個下宇都に存す。

(A) Puccinfa Nishidann. P. Henn. 

Hedw. XL, p. (26λ1901. 

P. Nisliido.na 

P: Cirsii 

I>. infra-nequo.torin.lis 

Syn. Puccin:a Cirsii-marit1mi Dietel, Ann. ::Myc. XX, p. 293, 1922. 

Puccinia efferta Cummins, Ann. ::Myc. X玄XV,p. 102, fig. 6, 1937. 

本種の基本標品（Cirsiumspicatum肱玄．，武蔵閣赤羽， 10月15日， 1899年，西国藤弐氏採

集〉の寄主植物はCirsiumspic a旬mMaxim.として後表されたが，寄主の接名を C.comosum 

Matsum. var. incomptum Ki協mura（グイアザミ〉と訂正した。ハマアザミ上の到iccimn 

Cirsii-maritimiの基本標品（Cirsiummn.ri色imumMakino，土佐閣安田町唐の演， 1月3日，

1921年，吉永虎馬氏採集〉を検すると本種の基本標品と全く一致するので同一種とした。 く挿

闘参照〉

(B) Puccinin Cirsii Lasch 
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in Rabenh. Fg. Eur. no. 89, 1859. 

従来日icc ini n. C irsii として護表されたもの L中には P.infrn-n.equn.初1・in.tisに属すむもの

がかなり多いと忠われるので後来更に検討を要する。 （挿岡参照〉

(C) Puccinin. in仕a-aequatori叫isJφ1・忌同d ーーーー、 〆

Study on Ka.nit ch. Ur ed. p. 132, fig. 18, 193~. 

本種のきち胞子ほ前震と殆E同様であるが，夏胞子の護芽孔が前frilは3伺丞道部附近l亡存在す

るのに封し，本種は2i間（稀陀3偶〉下牟部にある黙を以て前砲と異る黙’とする。〈挿闘参照〉

(30）本邦及び近接帯地〔奮日本領及び満洲園〉所産＝ガナ｝品（IxerisCa問．〉及びアキ

ノノグシ属（Lncもucn.L.）植物に寄生する Puccini.aを弐の如く整理した。

検索表
A. 多胞子大形

a. 多胞子の大さ26-39×20-28ρ，夏抱乎護芽孔上に乳頭突起なし，銃子陸は葉裏に散生す， タカ永二

ガナ，二ガナ，ジロバナニガナ，ヂシパリ，イハニガナに寄生。 P. Ln.ctucae-del:ilis 

b.多胞子の大さ28-42×17-L.8人 1室胞子を混在し夏胞子議芽孔上に筑頭突起あり，鏡子腔は葉肱及び葉

柄に沿い線献に生ず，ニガナそドキ， リュウゼツサイ｝ ダイワシエガナ，アキノノポジ，ヤマニガナ，

エグムラサキニガナに寄生。 P. minussennis 

B. 各胞手小形

a. 各胞子の大さ 22-29×rn-2sp,m‘胞子時代を有し，夏胞手議芽孔ヒに手l頭突起なし，ヤグシサウ，
テウセシヤクシサウに寄生。 P. Ln.c古ucn.e-donticuln.tn.e 

b.多胞子の大き 23-35×15-24p,M胞乎断tを歓く，ハマニガナに寄生。

P. L九ctu.cne-repentis

(A) Puccinin. Ln.cもucn.e-debilisDie旬l

Ann. :Myc. VI, p. 22え 1908.

イハ＝ヵ・ナ上の本菌冬胞子は他の寄主植物上のものに比し梢小形である。 （挿闘参照〉尚ヂ

シバリ（本州及び四閥〉上陀本菌の鋳子陸とは異る AecidiumLn.ctuc ne-debilis Sydow (Sydow, 

Monogr. Ured. IV, p. 45, 1923）を生やる。 Die句1氏（Engl.Bot. Jahrb. XXVIII, p. 285, 

1901）は本邦産ヤクシサウ及びアキノノヂシlて寄生する菌を新種と認め， Puccinin,Ln.ctucne 

Dieもelたる名を興へた。後i司氏（Engl.Bot. Jahrb. XXXVII, p. 103, 1905）は Lactucn.属の

3種即ちアキノノゲ九二ガナ及びヤクシサウ上に寄生する Puccinin.~就いて論じ，ヤクシサ

ウ上のものは他のものよ Dも冬胞子小形なるを以て別種となし，P.La.ctucne-denticuln.tn,e Dietel 

なる新種となし，アキノノゲシ及びエガナ上のものを P.Lactucne Dietelとして取扱った。叉

後2者上の冬胞子肢の沈の扶態に差異を認めたが，別種となすべきや否ゃにヲいては決定を避け

た。然し氏は P.I.actuc n.e中にユガナ上の菌を加へたがその際菌の性質を愛更する所がなかっ

た。其後同氏（Ann.Myc. VI, p. 225, 1908）はヂシパリ上の菌はアキノノグシ及び＝ガナ上の ，

P. Lac加cae陀比して多胞子が更に大形で、あるとの理由でP.Ln.cもucae-clebilisなる新種とした。

三浦道哉氏（Uredinen.e parasitic on Composime，北大農与さ部卒業論文， 1908年〉は本邦産

Ln.cもuc・a上の鋳子陸に3型あってj第 1型は杢葉商に散生し，小形〈径1/4-1/3mm）で，＝

ガナ，シロバナニガナ，ヂシメリ及びムラサキ＝ガナに寄生し，第2型は前同様散在するが大形

（径l/2-2/3mm）陀て，擬護膜細胞の護法不良のものでヱグムラサキ＝ガナ，アキノノヂシ及

びヤマ＝ガナに寄生する。第3型は固形或は庚楕図形，褐色の病斑（2-4mm）上陀群生し，

邦産 Lacもuca 属植物の凡ての種類に寄生する。第2主主Jは一般に夏胞子堆と共に生やるので
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Ln.ctucn. 属植物に寄生する Puccinia 陀属するが，第3型は鋳子腔のみを生じ，禾本科或は

カヤツリグ歩科に寄生する Puccinin.に属するものと思bれる。而して第1型の鋳子陸は P. 

Ln.ctuc n.e Dietel tie属し，第2型は P. lactueicoln. Miura. （米後表〉に属する。倫して第

2型は各胞子下室の護芽孔の位置及び1室胞子の存在に依り他のものとは異るので新種と認め

る旨を迷ぺられた。 Sydow氏（Ann.Myc. XI, p. 96, 1913）は三浦道技氏よ D送附を受けた標

本に依ってアキノ／グシ及びヤマニガナ上の菌を新極とたし P.lactncicoln. Miuraとして公表

する所があった。然し共後（HirntsuJrn& Yoshinagn., Mero. Toもtori Agr. Coll. III, p. 305, 

1935) P. Iactucicofaは P.minussensis Thiim.と同一種なる事が明陀なった。本邦にてタカネ

＝ガナ，＝ガナ及びシロバナェガナ:J-.の菌は従来 PucciniaL:ic旬cne Die加1とされたが，銃遠

の如く P.Lacもucn.eはその原記載に依れば寄主槌物としてヤクシサウ及びアキノノグシを拳げ

ている。然し之等の寄主植物上の菌は夫々 P,Ln.ctucn.e-denもfouln.tn.e Dietel及び P.minuss~nsis 

Thiim.に宛つべきものであるから P.Lacもucaeなる名は廃棄すべきものと思われQo倫Die胞l

氏はユガナ上の菌を P.Lactucaeとしたが，以上の理由に依り P.Lactucaeな芯墜名は用い

られない。而してクカネエガナ，エガナ及びシロパナエガナ上の菌はヂシパリ上のものに一致

するので，之等のものを P.Ln.ctm~ ae-debilis Dietelとして取扱う事とした。

(B) Puccinia minussensis Thum. 

Beitr. Pilzflora Sibir. II, p. 214, 1878. 

Dietel氏（Engl.Bo色.J ahrb. XXXVII, p. 103, UJ05）はアキノノゲシ上菌の冬胞子膜の沈

は願著で、あるが，エガナ上のもの Lそれは著しくなく，乾時には殆ど平滑に見えると報告した。

本種の冬胞子膜上θ沈は前種のものに比して柏顕著な傾向が見られるが，多くの標本を検する

と此差異もあまり明瞭ではない。 〈挿闘参照〉

(C) Puccinin. Lactucae-denticulatae Dietel 

in Engl. Bot. Jahrb.玄玄XVII,p. 103, 19)5. 

（挿闘参照）

( D) Puccini a Lactuc九e-repentisMiya.be et :Miyake 

in Sydow, Ann. M ye.玄I,p. 96, 19日．

〈挿圃参照〉

／イ〆

／ 

本邦及び近接地帯所産Ixeris及びLactuca属植物に寄生する Pucciniaは以上の4種であるが，

1942年津田粂吉氏（台轡博物接合報， xx玄II,p. 131, 1942；台轡産菌類調査報告， VIIT,p. 
48, 1943）は＝ガナモドキ（アッパニガナ〉に寄生する Puccinfa Ixeridis-Oldhami Sawada. 

なる種類を護表され， P.Lacもucaeとほ冬胞子膜lJi-t・骨陀して且夏胞子の長形（22-29×20-24戸〉

である黙を以て異る所とされた。該種にヲいては桜木を検しないので更に後来の研究を｛突っ事

とした。

(31) Puccini a tineも01iicolaMagnus 

Oesterr. Bot. Zeitschr. p. 491, 1902. 

Syn. Puccinia tinctori&e Magnusくnon.P. tinctoria Speg・）， Abhandl. Naturbist. 

Gesell sch. Niirnberg, XIII, p. 37, 19JO~ 

II, III.タムラサウくSerr:itulainsular is Iljin =S. coronata Makino et Nemoto) 

陸中園岩手郡中野村，明治3J年9月29A,I高橋良直氏採集
モウョキグポグチ（S.Yamatsutana Kitagawa var. mongol icola Kitagawa) 

満訓i圏吉林省主府，昭和12年9月1日，館脇操氏採集
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ダムラサウ上の菌を Sydow氏の標本会（Ured.No. 2333) の Pucciniatinctoriicola と比

較すると多胞子が少しく小形であるが，共他の黙ではよく一致する。本種は本邦及び浦洲園に

於ける新迫力日種である。 〈挿園参照）

(32) Aecidium Mertensiae A1・thur 

Eull. Torrey Bot. Club，玄XXI,p. 6, 19J4. 

ハマベシケイサウ（l¥fertensiaasiatica Macbride) 

樺太女麗，明治39年7月14日，宮部金竜三宅勉及宮城鎮夫氏採集

樺太仁瀧，明治39年7月24日， 向 上

樺太散江j明治39年7月25日， " 同 七

樺太愛郎，明治39年7月31日， 同 ヒ，

本種は樺太に於ける新迫力日種である〈本邦未採集〉。倫平塚直秀氏は北鮮海岸陀於ても本種を

採集された。

I I 

Resume 

In the. present paper are reported 37日peciesof rust fungi belonging to .Pucciniaceae 

and Uredinales Imperfecti i~ J"apan and her adjacent areas. Some of them are described as 

new to above mentioned areas and some as new syn。nyms. Three species of the genus Puccinia 
parasitic on C1irsiurn and 4 on Ixeris and Lactuca are established and clas&ified. 
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国版説明

第 1 圃版

ヲカヒジキ上の UromycesSalsolaeの夏胞子及多胞子

イチリシパイモkの UromycesLil iiの多胞子

シュミットサウ上の UromycesIapponicusの各胞子

アカツメグサー七の Uromycesfallensの夏胞子及多胞子

ヒメナットウダイ主の Uromycesstriatellnsの各胞子

ハマサジ上の UromycesLimoniiの各胞乎

タイワシハマサジ上の Uromyces Limon iiの多胞子

コムギ．ヒの Puccinia graminisの夏胞手及多胞子

タツノヒポ上の Pncciniagraminisのき5胞子

アプラススキーヒの PncciniaMiyoshianaの夏胞子及各胞子

ヒメアプラガヤ．ヒの PucciniaMiyoshianaの多胞子

ヌカポシサウ主の .Puceinia obi onga taの夏胞子及多胞子

ネギヒの PucciniaAlliiの夏胞子及多胞子

ヤマラッキヨウ上の PucciniaAl Iiiの多胞子

シナノキシバイ上の Pucciu:aTroll iiの多胞子

ミヤマハタザホ土の PncciniaThhspeos 0)多胞子

アマニウ上の Puceinia Nanbuanaの夏胞子及多胞子

イハニシジシ上の PucciniaNanbuanaの夏胞子及多胞子

第 2 圃腹

第 1圃 カラフトハテシノプ上の PucciniaPolemoniiのさら胞子く第1型〉

第 2園 カラフトハナシノブ上の PncciniaPolemoniiの多胞子く第2型〉

第 3圃 ソパナの翠ーヒの PucciniaAdenophoraeの多胞子

第 4圃 ソバナの葉上の Puccinia.Adenophor:ieの多胞手
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第タ圏

第 6圏

第 7圏

第 8圏

第 9圏

第 10圏

第 11圃

第 12圏

第 13園

第 14圏

第 1ラ圏

第 16圏

第 17圏

第 18園

ヨモギ上の Pucciniaferrugino胞の多胞子 ／ 

サマニヨモギ上の Pucciniafer rug inosaの多胞子

ナシコウシラヤマギグ上の PucciniaAsteriaの多胞子

タイキンギク上の日icciniaAsteriaの多胞手

タイアザミ上の PucciniaNishidanaの夏胞子及多胞子

タカアザミ上の PncciniaCirsi iの夏胞子及多胞子

チシマアザミ上の Pucciniainfra-aequatorialisの夏胞子及多胞子

ニガナ上の PucciniaL均tucae-debilisの夏胞子及多胞子

ヂシパリ上の PucciniaLactucae-debilisの夏胞子及多胞子

イハニガナ上の PucciniaL為ctucae-debilisの夏胞子及多胞子

ヤマニガナ上の Pucciniaminussensisの夏胞子及多胞子

ヤクシサウ上の PucciniaLactucae-denticulataeの夏胞子及多胞子

ハマニガナ上の Puc<;iniaLactucae-repentisの多胞子

タムラサウーヒの Pucciniatinctoriicolaの多胞子
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